
問
環
境
政
策
課

　
TEL
0
7
7︲5
５
１︲0
3
3
6

　
ＦＡＸ
0
7
7︲5
５
１︲0
1
4
8

問
土
木
建
設
課

　
管
理
·
用
地
係

　
TEL
0
7
7︲５
５
１︲０
２
９
２

　
ＦＡＸ
0
7
7︲５
５
2︲7
0
0
0

問
市
役
所 

産
業
廃
棄
物
対
策
室

　
TEL
0
7
7︲５
５
１︲0
4
6
9

　
ＦＡＸ
0
7
7︲５
５
１︲0
1
4
8

問
滋
賀
県 

最
終
処
分
場
特
別
対
策
室

　
TEL
0
7
7︲５
２
８︲３
６
７
０

　
ＦＡＸ
0
7
7︲５
２
８︲4
8
4
9

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
家
庭
で
の
負
担

軽
減
の
た
め
、家
庭
で
省
エ
ネ
家
電
を
購
入
し
た

費
用
の一部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

申
請
受
付
期
間

　
令
和
９
年
２
月
26
日
㈮
ま
で

※
申
込
が
予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終
了

補
助
対
象
製
品

①
エ
ア
コ
ン　
②
冷
蔵
庫　
③
冷
凍
庫

最
新
の
省
エ
ネ
基
準
達
成
率
１
０
０
％
以
上

の
も
の
で
、令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年

２
月
26
日
ま
で
に
市
内
の
対
象
店
舗
で
購
入
し

た
新
品
に
限
る
。

※
申
請
は
１
人（
１
世
帯
）に
つ
き
、①
②
③
の
い

ず
れ
か
１
回
の
み

対
象
者

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、自
ら
居
住
す
る

市
内
の
住
宅
に
設
置
し
た
人

※
市
税
の
滞
納
が
な
い
、本
補
助
金
交
付
要
綱

に
定
め
る
暴
力
団
員
等
に
該
当
し
な
い
こ
と

補
助
額

購
入
、設
置
し
た
①
②
③
の
本
体
価
格
の
２

分
の
１
の
額（
千
円
未
満
の
端
数
切
捨
て
）上
限

３
万
円

※
据
付
·
工
事
の
費
用
、リ
サ
イ
ク
ル
料
、消
費

税
と
地
方
消
費
税
の
額
を
除
く

対
象
店
舗
な
ど
、

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

過
去
の
対
策
工
事
や
周
辺
地
下
水

な
ど
の
状
況
、敷
地
管
理
情
報
に

つ
い
て
は
、滋
賀
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
は
、準
備
が
出
来
次
第
、

公
表
さ
れ
る
予
定
で
す

里
道
や
水
路
は
法
定
外
公
共
物

と
い
い
、地
域
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
公
共
財
産
で
す
。

こ
れ
ら
施
設
の
除
草
や
泥
上
げ

な
ど
の
日
常
管
理
は
地
域
の
皆
さ

ん
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、個
人
や
法
人
が
無
断
で
独
占

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

敷
地
へ
の
乗
り
入
れ
に
必
要
な

橋
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
は
、市
の

許
可
が
必
要
で
す
。

里
道
や
水
路
の
余
り
地
で
個
人

が
農
作
物
を
栽
培
す
る
な
ど
、公

平
性
を
欠
く
行
為
は
許
可
で
き
ま

せ
ん
の
で
、無
断
使
用
は
直
ち
に

中
止
し
、元
の
状
態
に
戻
し
て
く

だ
さ
い
。

本
市
で
は
、里
道
や
水
路
の
管

理
や
必
要
な
規
制
な
ど
を
栗
東
市

法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
で
定
め

て
い
ま
す
。占
用
や
工
事
な
ど
の

行
為
に
対
す
る
許
可
に
つ
い
て
は
、

市
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題
に
つ
い
て
は
、対
策

工
事
が
完
了
し
て
以
降
、工
事
の
有
効
性
の
確

認
、処
分
場
内
の
埋
立
廃
棄
物
の
分
解
·
浸
透

水
へ
の
洗
い
出
し
に
よ
る
浄
化
の
確
認
の
た
め
の

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、水
処
理
施
設
の
維
持
管
理
を
含
め
、県
有
地

化
さ
れ
た
敷
地
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

令
和
８
年
度
に
は
こ
れ
ま
で
の
環
境
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、対
策
工
事
の
有

効
性
を
評
価
し
て
い
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果

処
分
場
の
浸
透
水
、周
辺
地
下
水
の
水
質
調

査
等
は
定
期
的
に
年
４
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
第
３
回
目（
昨
年
１０
月
）の
調
査

結
果
•
周
辺
地
下
水

自
然
由
来
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ヒ
素
の
環

境
基
準
値
超
過
が
３
地
点
あ
り
、ま
た
、ホ
ウ

素
に
つ
い
て
も
環
境
基
準
値
前
後
で
横
ば
い

傾
向
に
あ
る
１
地
点
で
今
回
も
超
過
が
見
ら

れ
ま
し
た
。ホ
ウ
素
に
つ
い
て
は
、鉛
直
遮
水

工
に
よ
り
付
近
の
地
下
水
の
行
き
場
が
失
わ

れ
た
過
去
の
浸
透
水
の
影
響
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、引
き
続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
、新
た
に
鉛
の
環
境
基
準
値
超
過
が
１

地
点
あ
り
ま
し
た
が
、調
査
井
戸
内
に
詰
ま
っ

て
い
る
鉛
製
の
重
り
が
原
因
と
考
え
ら
れ
、引

き
続
き
注
視
す
る
と
と
も
に
、今
後
の
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

•
洪
水
調
整
池
の
水
質

有
害
物
質
に
お
け
る
環
境
基
準
の
超
過
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

•
硫
化
水
素
に
か
か
る
敷
地
境
界
ガ
ス
調
査

　
全
地
点
で
不
検
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
の
状
況

敷
地
内
の
設
備
な
ど
各
所
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、管
理
委
託
業
者
お
よ
び
県
職
員
に
よ
る

施
設
の
点
検
、水
処
理
施
設
の
運
転
調
整
や
監

視
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、大
き
な
異
常

な
ど
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

ア
ー
カ
イ
ブ
の
作
成

「
ア
ー
カ
イ
ブ
」と
は
、後
世
代
の
た
め
に
記
録

を
取
り
ま
と
め
保
管
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題
に
つ
い
て
、住
民
と
県

·
市
が
と
も
に
事
実
関
係
の
整
理
や
こ
れ
ま
で

の
対
応
の
振
り
返
り
を
行
い
、記
録
と
し
て
取
り

ま
と
め
る
と
と
も
に
、再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題
連

絡
協
議
会
を
作
成
主
体
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
を

作
成
し
、令
和
８
年
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

※
地
下
水
な
ど
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
引
き
続

き
十
分
に
ご
留
意
く
だ
さ
い

省
エ
ネ
家
電
の
購
入
を

補
助
し
て
い
ま
す

道
路（
里
道
）や

水
路
の
不
法
占
用
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

旧
Ｒ
Ｄ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終
処
分
場
の
状
況
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